












目的:難聴児の早期発見の方法として従来,聴性反射を利用する方法,ハイリスク児の選別

と登録,言語発達,聴性行動反応の観察にもとづくもの,電気生理学的検査を利用したもの

等があげられるが,多数の乳幼児を対象とする能率的,省力的なスクリーニングの方法は未

だ確立されていない。 

我々は前年度の調査結果から,難聴児のスクリーニングとしては,3 歳児健康診査では時期

として遅く,又難聴の診査項目に関しても,問診表として利用するためには再検討を要する

ことがわかった。今回は保健所で実施する 1歳 6ヵ月児健康診査を利用して,主として,子

供の聴性反応に関して母親の日常生活における観察に期待した質問表を作成し,記入され

た解答をもとに,統計学的処理を行ない問診項目の検討を行った。又,あわせて対象児の胎

生時,周産期,及び後天的な難聴のリスク項目,遺伝性,奇形等に関しても疫学的な調査を行

ない,又母親の「難聴」に関する意識調査等についてもアンケート項目に加えた。 


